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繊維質固化処理土の固化状況 
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１．はじめに 

建設汚泥は高含水比状態を呈し、本来地盤を形づくっていた土が建設工事の過程で泥状となった場合が多い。

有害物質などを含有する例は極めて希であり、セメント系固化材によって改良（以下固化処理という）し、盛

土材料として容易にリサイクルが可能である。しかし、固化処理土の品質改良が十分とは言えず盛土材として

の用途に適さない場合がある。そこで十分な品質特性を有する盛土材料として再資源化をはかるために、汚泥

に繊維質物質である故紙破砕物と高分子系改良剤を添加し、リサイクルする技術（以下繊維質固化処理）の開

発を行った。繊維質固化処理工法では含水比 500％程度までの汚泥をそのまま改良でき、初期養生を一切不要

とし、団粒化しているためにときほぐしの工程も不要であり現場内利用促進に貢献できるものと考える。 

２．実験目的 

固化処理土は初期養生として固化するまで静置する必要がある。このとき固化処理土はブリーディング水が

発生する。そのことは固化する前に土粒子が沈降していることを示している。しかし、繊維質固化処理土はブ

リーディング水が発生しない、このことから密度が均一に混ざったまま固化するものと思われる。そこで固化

処理土と繊維質固化処理土の固化状況の比較検討を目的として実験を行った。 

３．試験方法 

試料とした汚泥は一連の試験を同一の汚泥で試験をする

ために、購入したシルトと粘土を一定の配合で混合し、加水

調整したものを用いた。用いた汚泥の粒度分布を図-1 に示す。

また、各供試体の配合を表-1 に示す。 

固化状況の試験方法は、土木学会基準「プレパックドコン

クリートの注入モルタルのブリーディング率及び膨張率試

験」に準拠しブリーディング率を測定した。供試体はφ5cm

×20cm 程度であり、その供試体を鉛直方向に８等分し、それ

ぞれの湿潤密度、含水比を測定した。湿潤密度はパラフィン

法により測定した。 

更に、一軸圧縮試験（JIS A 1216）により各配合の強度を

測定した。 

４．試験結果 

 改良土のブリーディング率を表-2 に示す。この試験での固

化処理土は固化状況をみるためにときほぐしをする前の初

期養生状態で、流動化処理土と言えるものである。流動化処

理土のブリーディング率は一般的に１％未満を基準としており、この汚泥はブリーディングを起こしやすいと

言える。しかし、繊維質固化処理土はブリーディングを一切起こしていない。そのことから繊維質固化処理土

は所定の配合が変化せずに、汚泥の性質にかかわらず設計通りの施工が可能である。 

 

 

表-2 改良土のブリーディング率 

表-1 改良材の配合 

含水比（％） 105 150 105 150

固化材添加量(kg/m
3
） 80 80 80 80

故紙添加量(kg/m
3
) 50 65 － －

繊維質固化処理土 固化処理土

図-1 汚泥の粒度分布 

含水比（％） 105 150 105 150

ブリーディング率（％） 0 0 1.5 6.6

繊維質固化処理土 固化処理土

 土粒子の密度 ρs＝2.623 (g/cm3) 
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 湿潤密度・含水比等の試験結果を図-2 に示す。固化処理土の密度は上部から下部に行くにつれて徐々に高

くなり、含水比が徐々に低くなっている。このことは汚泥中の土粒子が固化材によって固化する前に沈降し

ていることを示している。セメント系固化材の固化の原理としては、初期の段階でエトリンガイトが急激に

生成され、その後ケイ酸カルシウム水和物等が形成され強度を増していく。エトリンガイトは針状の結晶で

ありネット状に絡み合って土粒子の移動を束縛する。固化処理土はエトリンガイトが絡み合う前に土粒子と

一緒に固化材成分も沈降してしまっているため考えられる。繊維質固化処理土は固化処理土に比べ密度の変

化が少なく、最下部（図-2 中の記号⑧）以外はほぼ均一であり、含水比もほぼ均一である。繊維質物質がイ

メージ図のように全体にネット状にかさばるように存在しているために、固化前の汚泥の流動性が失われ土

粒子が沈降しない。その為セメント系固化材が均一に分散していると言える。 

 表-3 は固化材添加量 80kg/m3の一軸圧縮強さに

なります。この試験では現場施工に従い、ときほ

ぐし・締固めを行った養生２８日強度である。同

一固化材添加量で固化処理土は繊維質固化処理土

に比べかなり低い値となっている。固化処理土はひずみを持たせるためにときほぐしを行いましたが、とき

ほぐしによる強度低下以外に、均一に混ざっていないことから、固化初期時における上部が希薄な密度のた

めに強度が出ずに、ときほぐし・締固め後も強度が弱い部分として存在し、強度低下の原因となっていると

思われる。繊維質固化処理土は均一な状態で固化しているために、同一固化材添加量でより強度が発生する。 

５．まとめ 

 固化処理土は固化前に土粒子が沈降してしまうが、繊維質物質を入れた繊維質固化処理土は沈降を防ぎ均

一な状態で固化するために弱点部分が存在せずにより強度が発生する。 

参考文献［１］ 建設汚泥リサイクル指針 (財)先端建設技術センター 

［２］セメント系固化材による地盤改良マニュアル 第 2 版 (社)セメント協会 

［３］ 土の流動化処理工法 (社)日本建設業経営協会中央技術研究所 流動化処理工法研究委員会 
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図-2 繊維質固化処理土と固化処理土の固化状況 （イメージ図・湿潤密度・含水比） 

 

：土粒子 ：ｴﾄﾘﾝｶﾞｲﾄ ：繊維質物質

含水比（％） 105 150 105 150

一軸圧縮強さqu(kN/m
2
) 505.2 246.7 159.2 81.5

繊維質固化処理土 固化処理土

表-3 各供試体の一軸圧縮強さ 
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